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ム

様

り

け

山口

の導

々な

など

る実

大学共通教育にコースカ

入経緯や，その概念と特

教育のニーズに応えられ

多くの課題も現れている

施状況を踏まえて論じる

リキ

徴及

るな

こと

。

ュラムを導入されて 年

び仕組みを説明する。そし

どの利点はある 方，仕

も指摘する。これらの課

を経

て

組み

題や

った。本稿はコースカリ

授業編成の自由度が高いこ

が理解しにくいことや履

問題点を山口大学共通教

キュ

と

修の

育に

ラ

や，

偏

お

キーワ

共通

．共

入さ

コー

済学部

ード

教育，コース，カリキュラム

通教育にコースカリキュ

れた経緯

スカリキュラムという概念は

の藤井大司郎教授によって

，教育改革，授業編成，履修

ラムが導

，本学経

考案され

時の共通教育

の強力なリー

議論を経て，

られ，平成

要件

センターの丸本卓哉センター

ダーシップのもと， 年以上

ようやく学内の理解と合意が

年 月から実施し始めた。

長

の

得

た。経

コース

本学

入され

養部改

題があ

かった

キュラ

済学部では平成 年度から専

カリキュラムが導入された。

の共通教育にコースカリキュ

るにはもう少し時間を必要と

組後，カリキュラムを見直す

ったものの，議論はなかな

。平成 年にようやく共通

ム改革 が立ち上げられ

門教育に

ラムが導

した。教

という課

か進まな

教育カリ

，共通教

．コース

）コース

コースカリ

コース と

ら， つ以上

了」すること

ある。もっと

カリキュラムの仕組み

カリキュラムの概念

キュラムとは「予め設置され

呼ぶ授業科目グループ群の中

の定められた数のコースを

を求める教育カリキュラム」

明確に言うと，これは つの

た

か

「修

で

カ

＊ 本

特

育のカ

めたの

ンバー

踏まえ

稿は 年 月 日長崎大学で

色ある初年次教育の実践と改善

リキュラム改革が本格的に議

である。藤井教授は当時の

であったので，経済学部の実

て，共通教育への導入を提案

行われた，「第 回長崎大学大学

」においての何暁毅の講演を加

論され始

のメ

施経験を

した。当

リキュラムシ

的な授業内容

指定と諸条件

持つ。要する

教育機能開発センターシンポジ

筆・修正し，再構成したものであ

ステム，つまり器であり，具

やコースの設定及び履修要件

が揃って初めて教育的な意味

に，コースカリキュラムはカ

ウム

る。

体

の

を

リ
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構造表

ム・フレームワーク（カリキ

現と実行に必要な様々な仕組
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ュラムの

みを提供

盛る器や膳の

理そのもので

形や配置であって，器に盛る

はない。

料

する器

におけ

内容）

例える

科

系

）である。コンテンツ（各学

る教育目標，授業などカリキ

そのものを示しているわけで

ならば，コースカリキュラム

目編成表
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ワーク

山口大学共通教育

だと言える。

におけるコースカリキュラム実施

「科目類型」

いう 項目が

の現状と課題

，「単位数」，「積み上げ履修」

ある。

と

）

コー

コース

という

て

「科

コースカリキュラムの基本構

スカリキュラムは 科目編

マトリックス表， 学生別履

基本 表から成る（図 ）。

科目編成表の構成及び科目類

目編成表」とは提供可能なす

造

成表，

修要件表

型につい

べての授

「系列」と

かりやすいよ

り，「授業科

るすべての授

の授業が共通

送大学や県立

定する科目で

「分野」は授業科目を学生に

うにグループ分けしたもので

目」は共通教育に実際に開講

業科目である。「設置」は，

教育として開講しているか，

大学との単位互換授業として

あるか，或いは「学部開放授

分

あ

す

そ

放

認

業」

業科目

現行共

には

を収める表である（図 ）。

通教育コースカリキュラムの

「系列」，「分野」，「授業科目」

科

系列 分 野

科目編成

，「設置」，

であるかを区

在，学部開放

目 編 成

授 業
科 目

設 置
科
類

別するものである。もっとも

授業はほとんどない。

表

目
型

単位数
積み上
げ履修

現

思想と文化

芸術と表現

社会と組織

主

題

環境と人間

自然と科学

図 現行共通教

思想と文化 共通 包括

芸術と表現 共通 包括

社会と組織 共通 包括

環境と人間 共通 包括

自然と科学 共通 包括

育コースカリキュラム「科目編成表」の 部

基
礎

総
説

展
開

展
開

※図中矢印

図

包括

は履修順序を示す

科目類型履修順番イメージ図

題



「科

では非

目類型」という項目は科目編

常に重要な役割を果たしてい
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成表の中

る。また，

「コース

学習に方向性

」というのは教育上意味があ

を与える授業科目の集まりを

り，

い

それは

な特徴

ここで

を示す

行共通

型」は

包括

「コースカリキュラム」の

でもあるが，詳しいことは後

は簡単に「各分野の科目間の

項目」という説明にととめて

教育コースカリキュラムの

基礎 ，総説 ，展開 ，

の 種類がある。履修の順

つの重要

に述べる。

履修順序

おく。現

「科目類

展開 ，

番は図

う。コースマ

れの列がコー

授業科目に丸

「ゾーン

授業科目を丸
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く，単位数の
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コースマトリックス表だけで
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の

あ
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密
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コース

たとおりである。

コースマトリックス表の構成

ースマトリックス表」とは授
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初
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図 現行共通教育コースカ

学生別履修要件表

生別履修要件表」とは学生の

件を規定する表である（図

「ブロック」とは， つ以上の

ものである。コースは必ず

リキュラム「コースマトリッ

所属別の

）。

コースを

つのブ

「修了要

要件」，「ブロ

数要件」の

ムの修了要件

満たすことで

クス」の 部（修正有り）

件」については，「コース修

ック修了要件」，「卒業要件単

種類があり，コースカリキュ

とは，これら 種類をすべて

ある。

了

位

ラ

を
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ねたブ

のみに属する。 つ以上のコ

ロックは必修となる。

ースを束 網掛け部

である。

分は必修コースや必修ブロック
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図 現行共通教育コースカ

ースカリキュラムの利点

ースの特徴と利点

スとは，前述したように授業

ループであり，カリキュラム

過程で学生につかみ取ってほ

リキュラム「学生別履修要件

科目から

を履修し

しいテー

）科目類型

コースカリ

ラムのもう

「科目類型」

である。「科

授業を分類し

表」の 部（修正有り）

の特徴と利点

キュラムと 般の教育カリキ

つ大きな違いは，科目編成表

という項目を設定しているこ

目類型」とは，前述したよう

，学生の学力と学習進捗状況

ュ

に

と

に

に

マを表

何でも

近年

な学生

学者に

履修モ

段とし

す。原則教育上意味のあるコ

良い。

，入試制度の多様化によって

が大学に入学している。その

適した教育を行うために，さ

デルを提供する必要が生じる

てコースを活用すれば，多

ースなら

さまざま

多様な入

まざまな

。その手

様な履修

応じて履修す

ある。

例えば，あ

識が必要とな

験科目として

識を持たな

る。従来のカ

る授業の順番を指定すること

る学科では物理学の基本的な

るにもかかわらず大学入試で

選択しなかったため， 分な

い学生も入学してくることが

リキュラムでは，そのような

で

知

受

知

あ

学

ニーズ

また

ディエ

かし授

連性は

を利用

ムを組

に応えることができる。

，最近学部や教養教育に

ーションポリシー）が作成さ

業を分野別に分けると，

付けにくい。そこでコースと

すると非常に分かりやすいカ

むことができる。

（グラ

れる。し

との関

いう概念

リキュラ

生がいるに

行ってきたが

ような学生が

た。コースカ

が 分でない

補強するため

せた上で大学

せる。つまり

も関わらず 律の内容で授業

，学年が進行するに従ってそ

ドロップアウトすることもあ

リキュラムでは物理学の基礎

学生には，高校レベルの知識

の物理学への入門科目を受講

レベルの物理学の授業を履修

順番を指定することができ，

を

の

っ

力

を

さ

さ

学

コース 単位

コ
（母

ース 単位
語を除く。）



力のば

である

らつきを効果的に修正するこ

。

大学教育 第 号（ ）

とが可能
コース コース コース

また

この授

困難で

目類型

修をさ

る。

，科目類型は，ある学問分野

業を履修しなければ次の授業

あるとき，その つの授業の

」で順番を指定すれば，無理

せるときなどにも利用するこ

において，

の履修が

履修に「科

のない履

とができ

授業科目

授業科目

授業科目

授業科目

授業科目

授業科目

授業科目

授業科目

授業科目

授業科目

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○
）授

コー

（方式

授業数

は，

（コー

る）に

があっ

業編成の自由度が高い

スカリキュラム以前のフォ

）では，カリキュラムを編成

が大きな問題になっていた。

つの授業科目は つの科目

スカリキュラムではコース

しか属すことが許されないと

た。例えば，カリキュラムの変

ーミュラ

するとき

この理由

グループ

に該当す

いう制約

更によっ

図 コ

そのため，

編成数の変更

ラム改革であ

ができる。例

ても，授業科

ることはない

ースカリキュラムイメージ図

コースカリキュラムではコー

や授業の統廃合を伴うカリキ

っても以前より容易に行うこ

えばコースの数を増やしたと

目の数を増やすことを強いら

。

ス

ュ

と

し

れ

て科目

も増や

る授業

の足か

授業

授業

グループが増加すると授業科

す必要が生じ，これは教員に

の増加に繋がり，カリキュラ

せとなっていた（図 ）。

テーマ テーマ

科目 ○

科目 ○

目の数を

割り当て

ムの改革

テーマ

このように

て，カリキュ

を小さく抑え

の活性化の道

．山口大

況

，従来のフォーミュラと比較

ラム改革が授業数に与える影

られるので，カリキュラム改

筋をつけることができる。

学の共通教育における実施

し

響

革

状

授業

授業

授業

授業

授業

授業

授業

授業

図

科目 ○

科目 ○

科目 ○

科目 ○

科目

科目

科目

科目

従来型カリキュラムイメ

○

○

○

○

ージ図

）共通教育

共通教育が

を含め，全部

目である。

前期約 ，

コマである。

開講授業の

が提供している授業の状況

現在提供している授業は，認

で 系列， 分野， 授業

年度実際の開講授業コマ数

後期は約 ，前後期併せて

中では，教養教育に関する授

定

科

は

業

コー

レーム

授業科

ある。

図を示

スカリキュラムのカリキュ

ワークではこの制約を廃して

目は複数のコースに属すこと

以下にコースカリキュラムを

す（図 ）。

ラム・フ

， つの

が可能で

適用した

が大部分を占

英語など特定

ている。

逆に，「フ

合宿）」や「

業は共通教育

に各学部が責

もある。

めているが，理系入門や，医

の学部向けの授業も 部含ま

レッシュマンセミナー（新入

基礎セミナー」など， 部の

にカウントされながら，基本

任母体として行われている授

学

れ

生

授

的

業



目を

の多さ
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引くのは英語の科目と初修外

である。英語は全学必修化以

におけるコースカリキュラム実施

国語科目

降，必然

のような文系

の現状と課題

向けの授業を受講している。

的に科

国語は

ている

特に中

の多く

表

目および開講コマ数が増えた

ほとんどの学部で選択必修に

にもかかわらず，受講者は非

国語やハングルの受講者が多

の学生も様々な理由で「中国

共通教育のコースカリキュ

。初修外

指定され

常に多い。

く，理系

語初級」

）各学部の

現行共通教

的に各学部

コース設定状

ている（工学

ラムにおける各学部のコース

コース設定

育コースカリキュラムでは基

がコースを設定している。そ

況は次の表に示すとおりにな

部夜間を除く）。

設定 覧（工学部夜間除く）

本

の

っ

初期

テー

学部

語学

編入

総合

自然

医学

人文学部 教

教育

マ型コース

向けコース

コース

学・単位 括認定

科目

科学コース

総合科目

育学部 経済学部 理 学 部
工 学
（昼

部
）

農 学 部
医 学 部
（医学）

医 学
（保健

部
）

教職

留学

）各

表

授業を

いる。

免許

生特例

合 計

学部のコース設定の特徴

に示すとおり，各学部は共通

元に様々なねらいでコースを

ここで各学部のコースの特徴

教育提供

設定して

を簡単に

数は農学部の

部の半分程度

に集中してい

と同様，留学

倍以上なのに，コース数は農

である。しかも学部向けと語

る。テーマ型コースは人文学

生用の「日本事情」しかない

学

学

部

の

分析し

人文

ている

語学コ

ている

成を目

教育

向が見

てみたい。

学部は学部向けと語学コース

。逆にテーマ型コースは つ

ースはほとんど初修外国語を

ので，明らかに学部学科の基

指している。

学部のコース設定も人文学部

られる。語学コース，それも

が充実し

しかない。

対象にし

礎学力養

と同じ傾

初修外国

が特徴である

理学部は逆

る。学部向け

にしているが

型に帰属させ

として多くの

語入門授業も

養科目として

。

にテーマ型コースを充実して

コースはほとんど理系基礎を

，ほかの教養科目は全部テー

た。ほかの学部は外国語コー

コースを設定している初修外

，テーマ型コースに入れて，

捉えている。

い

元

マ

ス

国

教

語のコ

は教育

系の学

のコー

初修外

常に多

われる

経済

ースを人文以上に設定してい

学部の学科構成を反映したも

科対象には文系の初修外国語

スを，理系の学科対象には理

国語入門コースを割り当てた

くの語学コースが設定された

。

学部のコース設定は 番少な

る。これ

ので，文

初級など

系向けの

ため，非

ものと思

い。学生

工学部のコ

じ発想に基づ

コースに入れ

コースにまと

農学部のコ

それぞれの学

実験系など

る。

ース設定は理学部とほとんど

く。専門の基礎部分は学部向

，残る教養科目は全部テーマ

めた。

ース設定は 番細かい。これ

科向けに人文系，社会系，理

細かくコース分けしたためで

同

け

型

は

系，

あ



医学

コース

部医学科のコース設定は経

設定思想と非常に似ている。

大学教育 第 号（ ）

済学部の

教養科目

うと期待して

とってはコー

いる。しかし，現状では学生

ス名は履修手続きの際に履修

に

間

や専門

し，語

理学部

テーマ

学部と

医学

向けと

基礎部分は全部学部向けコー

学系は語学コースにまとめた

などほかの学部の多くが設定

型コースは つしかなく，そ

同じ留学生用「日本事情」で

部保健学科は医学科と同じ程

語学コースを設定している

スに分類

。逆に，

している

れも経済

ある。

度の学部

方，テー

違いが生じ

が，手続き後

えてしまう。

）複雑で理

当初より，

運営にかかわ

ないように意識はするであろ

完了後にはすっかり記憶から

解しにくい

カリキュラムを編成する教員

る教務事務の方々にコースカ

う

消

や

リ

マ型コ

いわゆ

．コ

）学

にく

コー

ースを多く設定している。こ

る教養科目コースである。

ースカリキュラムの課題

生側からは個別コースのテー

い

スカリキュラムでは，それぞ

の部分は

マがみえ

れのコー

キュラムのフ

にくい」とい

ムワークを理

間を要する。

複雑で分か

運用する側だ

にとっても分

に理解しても

レームワークが「複雑で分か

う意見を多数いただいた。フレ

解して慣れるまでにかなりの

りにくいのは，カリキュラム

けではない。学生，特に新入

かりにくいようである。新入

らうため，履修ガイダンスが

り

ー

時

を

生

生

大

スは

る。ま

スに属

を編成

修得し

ること

ゾーン

コース

つ以上の授業科目から構成

た，授業科目は， つ以上の複

することになる。この特徴は

する教員側にとっては少ない

てほしいテーマの数だけコー

を容易にしている。また，科

指定・ブロック指定を用いる

中での履修順序や中心となる

されてい

数のコー

，時間割

授業数で

スを設け

目類型や

ことで，

テーマ，

変重要である

状である。

）選択自由

コースカリ

学生に科目選

はコースカリ

もあると同時

が，甚大な労力を要するのが

度の高さによる履修の偏り

キュラムでは，設定によって

択の自由度を高くできる。こ

キュラムの つの大きな利点

に，大きな欠点でもある。少

現

は

れ

で

な

コース

ある。

しか

カリキ

テーマ

は，前

スに属

しい現

間の関連などを表現すること

し，教育サービスを受ける側

ュラムを編成した教員が望む

を実感してもらうことは難し

述のように， つの授業が複

することを明示するのが，実

状もあることと無関係では

が可能で

の学生に，

コースの

い。それ

数のコー

際には難

ないと思

い授業で自由

だが，受講者

授業が始まる

現在共通教

当している各

クラス規模や

）学部授業

に履修選択ができることは便

数に偏りが生じかねない。特

まで受講者数の予想は難しい

育においては，授業を実際に

分科会が前年度の実績をもと

開講コマ数を調整している。

との連携不足

利

に

。

担

に

う。コ

生にと

てもら

待して

をそろ

く，自

えを感

ース名として与えられたテー

ってそれを意識または実感し

えることをコースカリキュラ

いる。これによって，漫然と

えてゆくために授業を受ける

分なりに学びに何かの方向性

じて積極的に学ぶ意識を持っ

マは，学

て履修し

ムでは期

単位だけ

のではな

や手ごた

てもらお

現在の共通

科会に任せ，

任せている。

ているとは言

級授業は文系

部や農学部な

このように

教育では授業設置及び担当は

コース設定及び丸付けは学部

その連携は必ずしもうまくい

えない。例えば初修外国語の

学部を念頭に設置したが，工

ど 部の理系学部も丸付けた

部授業設計と実際の受講状況

分

に

っ

初

学

。

に



乖離現

もう
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象が生じている。

点，上述したように，コー

におけるコースカリキュラム実施

スの設定

最中で，カリ

との関

の現状と課題

キュラムと共通教育（教養教

連など，多くの課題についてコ

育）

ー

は学部

の教務

が設定

対する

ような

そし

の関係

任せであったが，実際は各学

委員らが設定していたと思わ

している以上，コースカリキ

理解度などが大きく影響し，

ばらつきがあったと思う。

て共通教育のコースと学部専

については，卒業要件のため

部の当時

れる。人

ュラムに

前述した

門教育と

以外，修

スカリキュラ

の点は他の論

カリキュラム

くのカリキュ

我々は信じて

ここ数年は

いたように思

ムの活用が期待されている。

文に詳しく論じたいが，コー

の特徴を理解し，活用すれば

ラム改革の難題を解決できる

いる。

，砂漠に苗木を植える日々が

う。苗木はやっと大地に根を

こ

ス

多

と

続

下

了の意

専門教

ない。

．結

コー

由度が

味がはっきりしないなど，共

育がうまく連携しているよう

び

スカリキュラムはコースの設

高いのが売りであるが，慣れ

通教育と

には見え

定など自

るまで難

ろし，新しい

れから先，そ

手入れが必要

学する学生を

かな学びの

る。

芽をふきはじめたところだ。

の木が実をつけるように様々

になるだろうが，山口大学に

コースカリキュラムで育てた

森に招待できることを願って

（大学教育センター 助教授

（大学教育センター 講 師

こ

な

入

豊

い

）

）

解であ

せるや

我々

ムに移

テップ

うまく

いう次

特に今

る。多くの方々にとって，

っかいなもの」である。

は今，「とりあえずコースカ

行してみよう」という最初の

から，「コースカリキュラム

利用して教育的な効果をあげ

のステップに踏み出そうとし

，共通教育カリキュラム検

「頭を悩ま

リキュラ

歩のス

をもっと

よう」と

ている。

討 で
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